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ill 0 容^ の S 旨
わが国には多くの内陸活断層が分布し，地震防災上大きな課題となっている.活断層の活動性評価 
は，地層中に残された断層運動の記録を詳細に紐解くことによって行われ，この際高い時間分解能を 
得るには，堆積速度が速くかつ地層が連続して堆積している場所を選定する必要がある.
本研究では，活断層の活動性評価を目的に，国内トップレベルの活動度を持つ糸魚川静岡構造線活 
断層系の神城断層が通る長野県青木湖を対象とし，音波探査記録の波形解析にもとづく断層の活動性 
評価を行ったものである.
研究内容は，音波探査記録の波形解析手法の開発と断層の活動性評価の二つからなる.
波形解析方法の開発では，まず取得された音波探査における膨大な時間断面探査記録から位置情報 
を付加した点群デ一夕に変換した3 次元空間上で取り扱える情報への技術を確立した.次に探査記 
録の波形差分処理法による断面表示によって水平方向への連続性が担保され，これまで任意性が排除 
できた.
神城断層の活動度評価では，まず青木湖内で取得した音波探査記録を3 次元空間上の正確な位 
置に表示することで，湖底下の詳細な断層卜レースの連続性と地表と地下の変位構造に関係を明らか 
にした.次に堆積物コアと対比させた探査記録の波形差分処理断面から断層運動に伴う地層変位の累 
積性に着目した活動イベントを認定し，コアの年代結果を踏まえて断層の活動履歴を明らかにした. 
さらに，断層の幾何学的形状と地層内部の変形構造から，左横ずれ断層運動に伴うプルアパート盆地 
としての青木湖の形成モデルを示した. '
本研究の成果は，国内トップレベルの活動度を持つ神城断層の活動性評価を音波探査記録の波形解 
析手法にもとづいて高い時間分解能で評価ができたことと結論できる.さらにここで用いた音波探査 
記録の波形解析法は，活断層調査のみならず，湖沼や海域などでの音波探査手法として今後広範に活 
用できると期待される .
論 サ 春 ：^ の 結 果 の 要 旨
わが国には多くの内陸活断層が分布し，その活動性の評価が地震防災上の課題となっている.断層 
の活動性は，地震動に伴うイベント堆積物や断層変位を示す地層を認定し，それらの形成年代を特定 
することで評価されてきた. しかし，地震防災の視点からは，地震 1 回ごとの変位を解読するような 
高い時間分解能での活動性の評価が求められている.
本論文は内陸活断層では国内トップレベルの活動度とされる糸魚川静岡構造線活断層系神城断層 
を対象とし，活動性の評価を行った. 陸上に比べて湖底では連続的で堆積速度が速く，高時間分解能 
での断層変位の解読が可能であることに着目し，神城断層が通る長野県青木湖で音波探査を実施し， 
新たに開発した反射断面解析手法を用いて，詳細な断層の変位様式と活動履歴を解明した.
反射断面の解析手法の開発では，音波探査記録の特殊な差分処理により，従来課題とされていた反射 
面の認定の任意性が改善することを示した . また，青木湖内の音波探査記録の解析結果を3次元空間 
上に正確に位置づけ，湖底での詳細な断層トレースと地下の変位構造を特定した. これにより，これ 
まで逆断層とされてきた部分が，断層卜レースの幾何形状と広域応力場から，左横ずれ断層運動によ 
って説明できるとこと明らかにした. さらに，変位の累積性から断層活動層準を識別 . 再定義し， 1
回毎の地震の活動履歴を詳細に示し，従来の知見よりはやい約700年周期という新たな神城断層の活 
動像を明確にした.
本論文で開発した音波探査記録の客観的な波形解析法は独創的であり，また，神城断層の変位様式 
と活動度に関する新知見は糸魚川静岡構造線活断層系の活動を評価する上で非常に重要である.これ 
らの成果は，本研究分野のみならず，今後の地震防災にも寄与し，社会的に大きく貢献するものであ 
る. よって，博 士 （理学）の学位を授与するに値すると審査した .
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